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 ジョーゼフ・プリーストリ(Joseph Priestley,1733-1804)は、通常科学史において「酸

素の発見者」として知られる18世紀英国で活躍した人物である。本論文においては、彼の

自然研究を中心に考察していくことにするが、その考察範囲は、電気、光、熱、空気化学、

そして光合成といったように非常に広範囲にわたっている。現在の学問分類に従うならば、

物理学、化学はもちろんのこと、生物学にまで及んでいる。にもかかわらず、従来のプリ

ーストリ研究と言えば、古くは「酸素の発見」を中心に据えてそこに至る過程を跡付けた

り、ラヴワジエを化学革命の遂行者とした上で、プリーストリをフロギストン説に固執す

る「化学者」として位置付けたりするものが主流であった。時代が進むにつれて「ニュー

トン主義物質理論」といった理論の変遷の中で捉え、その結果プリーストリを「ニュート

ン主義者」と位置付けていくような化学思想史的な研究に移行した。また、それまでの研

究を批判する形で、プリーストリを「化学者」ではなく、「空気哲学者」として考察して

いくものも登場した。近年においては、彼の空気化学研究を社会史的に考察する研究が台

頭してきた。しかしプリーストリの自然研究が幅広い分野にわたっていたにもかかわらず、

従来の研究が「空気化学中心主義」の様相を呈していたことは否めないし、その結果とし

て考察対象となった時期は、空気化学研究の時期がほとんどであった。また、電気、光、

熱、化学などの上記研究分野が未分化で渾然一体となっていた時代にもかかわらず、個別

分野ごとの視点から考察されることが常であった。そして、その際当時のコンテクストや

社会的背景などはあまり考慮されてこなかった。例えば空気化学研究以前に行なわれた電

気研究を考察した論文は数えるほどしかないし、ましてやプリーストリの電気、光、熱な

どの研究と彼の化学とが当時のコンテクストにおいて、いかなる関係を持っていたのかと

いったことに焦点を当てて考察した論文はほとんどないと言ってよい。本論文は、そのよ

うな従来のプリーストリ研究に関するヒストリオグラフフィーを見直す試みである。 

 本論文の第Ⅰ部、第Ⅱ部では、幅広い分野にまたがるプリーストリの自然研究を、18世

紀当時のコンテクストに則して再構成し、その内実を明らかにすることを目的とした。と
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りわけ第Ⅱ部においては、プリーストリの「電気」、「空気化学」、「熱」、「光」、

「呼吸」などの諸研究をいわゆる内在的な視点からアプローチしたが、その際、それら諸

分野の関連性に配慮しながら考察した。そのような考察をする際に鍵となるのが、「実験

哲学」という視点であった。このような視点でプリーストリの営為を眺めてみることによ

り、ある一定の見通しを得ることができる。なぜならプリーストリの著作を時系列的に読

んでいった時に、自然研究を始めてからおおよそ30年という時間経過の中で「実験哲学」

に対する大きな野望、そしてその中でも中心的な役割を果たす「化学」という学問の姿が

浮かび上がってくるからである。 

 プリーストリの電気研究は、実験哲学に属するものであり、また実験哲学に不可欠な起

電機などの電気器具を使用することにより、自然の中に神の御業や自然の法則を読み取ろ

うとする自然神学と密接な関係を有したものであった。しかし、このような実験哲学の営

為は、まさに神業とも言える操作を人間がしてしまうことから、人間が自然を上回る力を

持つようになったと過信させてしまうものでもあった。その結果、電気実験は、当時のコ

ンテクストにおいては、現代の我々の想像を遥かに越えた衝撃を社会に与えていたと考え

られる。そしてだからこそプリーストリは、社会に対して影響力を持ち、それ自体にも危

険性をはらんでいる実験哲学を営む者に対して、高度の倫理観を求めたのである。 

 また、古典的な研究によれば、「新気体の発見」とされるプリーストリの営為も、当時

のコンテクストからすれば、燃焼や呼吸によって「汚れた空気」を、燃焼や呼吸可能な

「良い空気」に戻そうとするプリーストリの関心から導かれたものであることが理解され

た。そして、このような関心の背後には自然が、慈悲深い造物主によって、生命を維持す

る為に創造された調和のあるシステムであることを前提としていることも確認された。こ

うして「空気の良好度」という現在の我々から見れば、空気の化学的性質を示す一指標と

しか考えられないような性質が、道徳的な性質の中の一指標と結びついていったのであっ

た。すなわち、プリーストリの空気化学は、単なる化学的性質の体系ではなく、道徳的な

性質の体系でもあったのである。また、一方このようなプリーストリの研究は、当時の荒

廃した衛生状況を改善する手段や病気の治療法として社会から関心を持たれていたことも

確認された。 

 また以上の考察より、それまでの自然哲学者達が、自然の探求を神の計画の理解を目的

として行っていたのに対し、プリーストリが、神の計画の理解に加えて、自然探求の営為

に人類の福祉や産業への応用という実利主義的要素をも加味したことが明らかとなった。

すなわち、それまで自然哲学と呼ばれていた営為が、自然の法則性に神の計画の理解を見

出だすような営為から、技術や産業と結びつき社会に奉仕するような営為へと転換し始め

たのである。 

さらに、プリーストリの研究していた光、熱、呼吸研究についての知見を元にして、彼

にとって、電気、光、熱、化学などの実験的諸分野は、「実験哲学」という枠組みで、あ

る種一つのまとまりを持ってとらえられていたこと、およびこれらの実験的諸分野が、

「化学」を介して互いに密接な関係を有していると共に、その諸研究が、自然現象や生命
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現象に神の摂理を見出だすような自然探求であったことを明らかにしてきた。その結果、

この時期に「化学」が、自然現象や生命現象を解明する際の基礎学問として機能し始めて

おり、そのことを実感したプリーストリが、「実験哲学」の中でも、とりわけ「化学」を

重要視していくようになっていったことを明らかにした。加えてフロギストン説が、ラヴ

ワジエの燃焼理論が登場してくるまでに支配的であった一燃焼理論という位置づけを越え

て、「実験哲学」の諸分野を結びつける理論だったこと、さらにはプリーストリにおいて

この理論は、現在言うところの科学体系の一理論というだけではなく、自然が慈悲深い造

物主によって生命を維持する為に創造された調和あるシステムであることを前提として、

その中に神の叡智を読み取るような道徳的体系をも維持する理論であった事が明らかにな

ったのである。 

 第Ⅲ部、第Ⅳ部においては、以上のような考察結果をもとに得られたプリーストリの

「実験哲学」を、いわゆる外在的な視点からアプローチすることにした。第Ⅲ部では、プ

リーストリの「実験哲学」に対するアプローチの変化およびその歴史的意味合いについて

考察した。 

 プリーストリが当初構想していたのは「全実験哲学の歴史」の執筆であった。しかし、

ある時期から、「実験」と「観察」を主体とした研究スタイルへと移行した。すなわち当

初描いていた「全実験哲学の歴史」執筆の野望は、大きな転換点を迎えたことになる。プ

リーストリ自身に関して言えば、「歴史家」から「実験家」への転向とも言うべき大事な

局面を迎えたのである。そこで、まず彼にとっての「歴史」とは何かを明らかにした上で、

「研究スタイル転換」の意味を考察し、最終的には、その「転換」理由に対してもより整

合性のある説明を加えていくことにした。そのような考察をする際に手がかりとなるのが、

『電気の歴史と現状』の序文に登場する「市民史」、「自然史」、「哲学史」という概念

であり、これらの概念を手がかりに、プリーストリにとっての「歴史」とは何かを考察し

た。その結果、彼が目指すのは「哲学史」であり、その中でも「実験哲学史」であること

が明らかになるが、これは人間の「完成可能性」に基づき、人類の進歩を確認するもので

あり、基本的には先人の業績を確認する文献学的なものであった。ところが未開拓領域で

ある「空気」を研究対象に選んだ時、「空気に関する歴史」は「短い先行研究の検討」に、

「空気に関する自然誌」は「実験」と「観察」を主体とする彼独自の実践的な研究に転換

したことが理解される。 

 一方、第Ⅲ部第８章では、18世紀に刊行された代表的な百科事典を俎上に載せ、18世紀

を通じた学問分類の変遷における「化学」の位置づけ、およびそれとプリーストリとの関

わりを考察したが、その作業は、第Ⅲ部第７章において援用した「市民史」、「自然史」

といった概念の歴史的意味合いを確認する作業でもあった。 

その結果、「実験哲学」の諸分野の中でも「化学」が、18世紀を通じて社会から多くの

関心を向けられる一つの学問分野として台頭してきたことが明らかになった。そして、こ

のことは彼が「実験哲学」の中でも特に「化学」を重視するようになっていくことと無関

係ではないが、その内実の詳細な検討は「非国教徒アカデミーにおける化学教育」の考察
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に委ねられることになる。 

そこで第Ⅳ部においては、プリーストリの化学と当時のイギリス社会との関わりとを考

察することにした。その際、まず「公共圏」という鍵概念に影響されて登場してきた一般

歴史および科学史における先行研究を概観した結果、プリーストリ研究への適用の意義が

大きいことが確認された。それを受けて、次に具体的な「公共圏」の事例として「非国教

徒アカデミーにおける化学教育」を考察したが、その際近年再考が進む「ケンブリッジの

化学教育に関する研究」を援用し比較考察した。以上のような考察から、ケンブリッジの

化学が、従来言われていたような単なる低迷期ではなかったことは確認されるものの、組

織的に行われていたわけでもなく、きわめて担当教授個人への依存度が高いものであり、

またその一方で、情報交換の閉鎖性が「新理論への時代遅れの状況」を生み出していたこ

とが明らかになった。それに対して非国教徒アカデミーが、ケンブリッジと大きく異なる

のは、緊密な非国教徒のネットワークの存在とそれに連動する批判検討する場としての

「公共圏」の存在であった。また、プリーストリにおいては、ウォリントン・アカデミー

で「化学」を重視する教養教育論を提唱し、ハックニー・カレッジにおいては、自らそれ

を実践し、その後マンチェスター・アカデミーがその思想を受け継ぎ、実現していったこ

とが明らかとなった。さらに、プリーストリがハックニー・カレッジで行なった講義に関

する考察より、18世紀末において、「化学」が錬金術の長い伝統やパラケルスス、ブール

ハーヴェなどにおけるような医学の補助手段としての役割とは別に、産業との関わりとい

う新局面を迎えたことも確認した。 

そこで最終章においては、プリーストリが『電気の歴史と現状』を執筆する際に重要な

役回りを果たす「クラブ・オブ・オネスト・ウィッグス」と、プリーストリも名誉会員と

して在籍し、近年その議事録が公開された「コーヒーハウス哲学協会」とを事例研究とし

て考察した。 

その結果「クラブ・オブ・オネスト・ウィッグス」が、従来強調される電気家達に関す

る「公共圏」としてだけでなく、「空気化学」によって人類の福祉を増進しようとする人

々の「公共圏」としても機能しており、「クラブ・オブ・オネスト・ウィッグス」は、こ

のような両者の思想が、融合し、醸成される「場」であり、そのような「場」の重要性も

改めて確認された。 

さらに、「コーヒーハウス哲学協会」は、国際的なネットワークを持つと共に、化学者、

自然哲学者、医者、産業家、そして器具製造業者が集い、「化学」を主要議題として議論

していたことが確認された。すなわち、18世紀末イギリスに「化学」に関する「公共圏」

が誕生したことになる。そして、この「公共圏」の存在こそが、「ケンブリッジの化学」

との決定的な相違であり、きわめて実践的な営為である「化学」が、近代的な学問分野と

して成立するにあたり重要な役回りを果たしていたことが明らかとなった。そして、その

ようないくつもの「公共圏」の交錯地点で社会から注目を集め、自らの教養教育論と実践

で「化学」を一つの学問分野として仕立て上げようとしていたのがジョーゼフ・プリース

トリその人だったのである。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


